
状況写真

□　設備更新を要する

□　要修繕、更新

□　部分修繕・部分更新等を要する

機械設備における劣化診断調査報告書

場所（建物名） 調査対象機器（名称／系統等）

□　異常なし □　経過観察

状態 判定

調査実施状況

《確認方法》

《判定基準》

Ａ良い状況(軽微な劣化)

Ｃ悪い状態(著しい劣化)

Ｄ極めて悪い状態(要緊急修繕)

経過観察し、異常時等に対応するもの。劣化状況が全体の1％未満の範囲

3～6年以内に小規模修繕が必要と判断されるもの。劣化状況が全体の20％未満

1～2年以内に大規模修繕が必要と判断されるもの。劣化状況が全体の20％以上

可及的速やかに修繕・更新が必要と判断させるもの

Ｂ中間状態(中程度の劣化)

修繕更新等に要する概算額

修繕更新方針

総合判定

調査項目

①損傷・変形の有無

②発錆の有無

③異常音の有無

④異常振動の有無

⑤能力不足の有無

⑥その他


